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Taffy Iは、正面衝突後 20Myrしか経っていない近傍 (D=61Mpc)の銀河ペアである。銀河同士をつなぐブリッ
ジ領域を含め 1.2×1010 M⊙ という大量の分子ガスが存在するが、これまでの観測から星形成率 SFRは高々several
M⊙ yr−1、星形成効率は SFE∼ 10−10 yr−1 と考えられてきた。
2010年秋季年会では、南米チリ・標高 5640mのチャナントール山頂に設置されたmini-TAO望遠鏡を用いて

Taffy Iの Paα輝線の狭帯域撮像観測を行った結果を報告した。星形成率が SFR∼ 22 M⊙ yr−1とこれまで考え
れていたより何倍も高く、また星形成効率も SFE∼ 10−9 yr−1と典型的なスターバーストと見なされうる事、ま
た Taffy Iで観測されたほぼ全ての星形成領域が銀河衝突の起きた 20Myr前よりも若い事などが報告された。
本発表では、OVRO干渉計で得られた 12CO(J = 1 − 0)輝線と Paα 観測から得られた星形成率の比較を行っ

た結果を報告する。各星形成領域に対して Paα/Hα比からダスト吸収を評価して得られた正確な星形成率は、対
応する領域での分子ガス質量との間に傾き 1.0、分散 14%という極めて強い相関を示した。Paα等価幅から見積
もった星形成領域の年齢がほぼ 7Myrと横並びな事 (2010秋季年会、舘内報告)と合わせて考えると、Taffy Iの
系全体にわたって星形成領域と対応する分子雲が同じ進化の段階にある可能性が高い事をしめしている。


